







































検査をそれぞれWechsler Intelligence Scale for
 
Children－Fourth Edition（以下、WISC-IV）、Das















































































































全検査 言語理解 知覚推理 ワーキングメモリー 処理速度
合成得点 92 95 98 88 94
パーセン
タイル 30 37 45 21 34
信頼区間
90％ 87-98 88-103 91-105 82-96 87-103
表２ DN-CASの検査結果（2012年3月実施）
プランニング 同時処理 注意 継次処理 全検査
標準得点 77 100 104 85 88
パーセン
タイル順位 6 50 61 16 21
90％






































































































































































































































































































Ashman, A. F., & Conway, R. N. F.（1993）Using
 
cognitive methods in the classroom.Routledge.渡部信
一（訳）（1994）PBIの理論と実践教室で役立つ実践プログラ
ム－.田研出版.
柿﨑朗・古川光啓・高橋寿・木村琢生・小沼順子・成田繭子・天
海丈久（2011）発達障害児のための支援システムに関する研究
（１）－プランニング・注意を高めるプログラムの開発－.青
森県総合学校教育センター研究紀要,?1-01
藤田和弘監修（2000）長所活用型指導で子どもが変わるPart２.
図書文化.
Naglieri, J.A.（2010）『エッセンシャルズ DN-CASによる
心理アセスメント』.日本文化科学社,前川久男・中山健・岡
崎慎治訳,12
Naglieri, J.A.・Pickering,E.B.（2010）『DN-CASによる
子どもの学習支援』－PASS理論を指導に活かす49のアイデ
ア－.日本文化科学社,前川久男・中山健・岡崎慎治訳,6-35
中山健（2000）：神経心理学モデルに基づいた認知検査DN
-CAS：プランニング・注意・同時処理・継次処理を測定する
認知評価法.福岡教育大学紀要（49）第４分冊283-296.
新島まり・平井みどり・中山健（2011）通常学級に在籍する発達
障害児のプランニング能力を促進するPBI適用の試み.特別
支援教育センター紀要,3,73-86
発達障害のある生徒のプランニング能力を高めるための一考察
64
